
●開設の目的
・交流人口の拡大 ・地域の活性化 ・地域産業の振興
・耕作放棄地の有効利用 ・定住促進
・農業に対する理解を深める ・生きがいや健康づくり

おぢやクラインガルテンふれあいの里（新潟県小千谷市）
～滞在型（簡易宿泊施設付き）及び日帰り型市民農園～

●開設主体：小千谷市
管理運営主体：小千谷市

●開設年月日：平成１９年４月１日

●所在地：新潟県小千谷市大字塩殿
ＪＲ上越線小千谷駅から車で約20分、関越自動車道越

後川口ＩＣから車で約５分の山本山高原にあります。
農園からの眺望はすばらしく、遠くには越後三山、眼下

には信濃川の圧倒的な大パノラマが広がっています。
また、スーパーや病院へも車で約10分。快適に、そして

安心して滞在することができます。

●おぢやクラインガルテンふれあいの里の概要
約12haの敷地内に、滞在型農園及び日帰り型農園、管理棟、駐車場、調整池、多目的広場等があります。

日帰り型農園 管理棟

田園住宅用地

＜滞在型・日帰り型ともに＞

・くわ、かま、ジョウロなどの
無料貸出を行っています

・地元農家が野菜作りのノ
ウハウを教えます

滞在型農園



●今後の展開方法
地域住民は、利用者との交流に意欲を持って取

り組んでいます。

小千谷市としては、地域住民と利用者の交流・
地域への受入れを見守っていきたいと考えていま
す。

●連絡先

おぢやクラインガルテンふれあいの里
http://www.city.ojiya.niigata.jp/
〒949-8721
新潟県小千谷市大字塩殿甲1814-2
TEL / FAX   0258（83）1722
E-mail  fureainosato_ojiya@yahoo.co.jp

●利用者の反響
「楽しい」
「他の利用者との近所づきあいが面白い」
「畝づくりから指導してもらって助かる」
「自分で作った野菜がおいしい」
等好評です。

●管理運営
地元住民で構成された管理組合のほか小千谷市職員が管理棟に常駐し、管理運営を行っています。

●イベント・交流活動等
地域住民による「おぢやクラインガルテンふれあい

の里管理組合」の当番が管理棟に毎日常駐し、農業
指導、農機具の貸出、種苗や肥料の調達などを行っ
ています。
★交流イベント★
交流イベント：地域巡り、山菜採り、蛍狩り等
農業学習会：土作り、野菜作り講習会等

★地域との連携★
利用者は準市民として、市民と同じ料金で公共

施設を利用できます。また、町内行事（祭り・運動
会・文化祭）への参加も呼びかけています。

★定例会★
月に１回、農園利用者（参加可能な方）、小千谷

市職員及び管理組合による話し合いを行っていま
す。

●利用状況
滞在型農園は、平成19年４月のオープンにあたり、45組の応募があり、書類審査により15組の利用者を決

定しました。20年度オープンの15区画分の利用者も決定されており、これから申し込まれる方は待機者として
登録されます。ほとんどの利用者は関東方面から車で来て、農園でのんびりとした時間を楽しんでいます。
日帰り型農園は、主に市内在住者が利用しています。空き区画について随時申込みを受付けています。

区画数 30区画
（19年度15区画、20年度15区画オープン）

1区画面積 300㎡（うち専用農地200㎡）

ラウベ ・延床面積約40㎡、キッチン、バス、トイレ、
ロフト、エアコン付き
・高床式で、基礎の部分に農機具の収納・
自動車の駐車可能

利用料 年額396,000円

契約期間 1年間（最長5年まで更新可）

募集方法 パンフレット、小千谷市ホームページ

応募資格 ・月2泊または4日以上使用すること
・小千谷市に住所を有しないこと等
詳しくは、下記連絡先にお問い合わせ下さ
い

利用者の選
定方法

書類審査

●滞在型（ラウベ付き）農園の概要

区画数 84区画

1区画面積 50㎡

利用料 年額9,600円

契約期間 1年間（最長5年まで更新可）

募集方法 パンフレット、市ホームページ

利用者の選
定方法

書類審査
（応募多寡の場合は抽選）

●日帰り型農園の概要

★園芸福祉★
農園福祉士の資格を取るための実

証地として、ふれあいの里を利用して
いる農園利用者もいます。

http://www.city.ojiya.niigata.jp/�
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